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◇
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
八
九
号
）（
文
部

科
学
省
）

１

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
二
年
法
律
第
一
八
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
三
条
第
二
項
第
三
号
の
保
護
者
等
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
者
と
し
て

政
令
で
定
め
る
者
は
、
算
定
基
準
額
が
三
〇
万
四
、
二

〇
〇
円
以
上
で
あ
る
者
と
し
た
。（
第
一
条
第
二
項
関

係
）

２

法
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
受
給
権
者
は
、

算
定
基
準
額
が
一
五
万
四
、
五
〇
〇
円
未
満
で
あ
る
受

給
権
者
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
に
政
令
で
定
め

る
額
を
加
え
た
額
は
、
次
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
定
め
る
額
と
し
た
。

支
給
対
象
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
者
（

及
び

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
第
三
条
第
一
号
又
は
第

五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
に
当
該
額
の
三
分
の
七
に
相
当
す
る
額

を
加
え
た
額
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
関
係
）

支
給
対
象
高
等
学
校
等
の
通
信
制
の
課
程
に
在
学

す
る
者

第
三
条
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
当

該
額
の
二
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
（
第

四
条
第
一
項
第
二
号
関
係
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
又
は
地

方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す

る
者

第
三
条
第
一
号
に
定
め
る
額
に
九
、
六
五
〇

円
を
加
え
た
額
（
第
四
条
第
一
項
第
三
号
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

も
の
と
し
た
。

◇
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
九
〇
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

農
地
の
収
益
性
の
向
上
及
び
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
を
営
み
、
又
は
営
む
と
見
込
ま
れ
る
者
に
対

す
る
農
地
の
利
用
の
集
積
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
農

林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

行
う
区
画
整
理
等
を
内
容
と
す
る
事
業
を
国
営
土
地
改

良
事
業
と
し
て
追
加
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
に
対

す
る
都
道
府
県
の
負
担
金
の
額
に
関
す
る
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
九
条
第
一
項
第
四
号
の
三
並

び
に
第
五
二
条
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第
四
項
及
び
第

五
項
関
係
）

２

特
定
地
域
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
行
う
都
道
府
県
営

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
用
道
路
の
実
施
等
を

可
能
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
第
一
項
第
七
号

の
七
関
係
）

３

高
収
益
作
物
導
入
促
進
土
地
改
良
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
行
う
都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
受

益
地
の
地
積
の
合
計
等
に
関
す
る
申
請
要
件
の
変
更
を

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
第
六
項
及
び
第
五
〇
条

の
二
の
二
第
二
項
第
五
号
関
係
）

４

棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
指
定
棚
田
地
域
に
お
け

る
国
の
補
助
率
の
割
合
の
特
例
措
置
に
関
す
る
規
定
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
八
条
第
五
項
及
び
附
則

第
六
条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
九
一
号
）（
厚
生

労
働
省
）

１

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
る
医
療
特
別
手
当
等
の
額
に
つ
い
て
改
定
を

行
う
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
九
二
号
）（
厚
生
労

働
省
）

１

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
よ

る
医
療
手
当
等
の
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第

五
条
、
第
七
条
及
び
第
九
条
〜
第
一
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
九
三
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

予
防
接
種
法
に
よ
る
医
療
手
当
等
の
額
の
改
定
を
行

う
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
政
令
第
九
四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
医
療
手
当
等
の

額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
政
令
第
九
五
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

拠
出
金

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
支
給
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
、
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額

の
満
三
歳
未
満
児
相
当
分
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
（
平
成
二
四
年
法
律
第
六
五
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
六
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
政
令
で
定
め
る
拠
出
金
を
も
っ
て
充
て
る
割
合

は
、
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
三
六
・
七
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
四
条
の
二
関
係
）

法
第
七
〇
条
第
二
項
の
拠
出
金
率
は
、
一
、
〇
〇

〇
分
の
三
・
六
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七
条
関

係
）

２

施
行
期
日
等

こ
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
改
正
令
附
則
第
二
項
関

係
）こ

の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
九
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
そ
の
額
の
改
定
を
行
う

べ
き
こ
と
を
定
め
た
児
童
扶
養
手
当
法
そ
の
他
の
関
係

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
二
年
四
月
以
降
の
月
分

の
児
童
扶
養
手
当
等
の
額
の
改
定
等
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
本
則
関
係
）

２

令
和
二
年
三
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
等
に

つ
い
て
、所
要
の
経
過
措
置
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
二
項
関
係
）

３

令
和
二
年
三
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
の
制
限
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
規
定
す
る

こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
九
七
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

母
子
事
業
開
始
資
金
、
父
子
事
業
開
始
資
金
及
び
寡

婦
事
業
開
始
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
二
九
三
万
円

（
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
母
子

事
業
開
始
資
金
、
父
子
事
業
開
始
資
金
及
び
寡
婦
事
業

開
始
資
金
に
つ
い
て
は
、
四
四
一
万
円
）
に
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
号
、
第
三
一
条
の
五
第

一
号
及
び
第
三
六
条
第
一
号
関
係
）

２

母
子
事
業
継
続
資
金
、
父
子
事
業
継
続
資
金
及
び
寡

婦
事
業
継
続
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
一
四
七
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
二
号
、
第
三

一
条
の
五
第
二
号
及
び
第
三
六
条
第
二
号
関
係
）

３

大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る

児
童
及
び
寡
婦
の
被
扶
養
者
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い

う
。）（
専
修
学
校
に
あ
っ
て
は
、
専
門
課
程
を
履
修
す

る
児
童
等
に
限
る
。）に
係
る
母
子
修
学
資
金
、
父
子
修

学
資
金
及
び
寡
婦
修
学
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
就

学
期
間
中
月
額
一
〇
万
八
、
五
〇
〇
円
（
自
宅
外
通
学

の
児
童
等
に
あ
っ
て
は
、
一
四
万
六
、
〇
〇
〇
円
）
に

引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
等
が

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和

元
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
大
学
等
修
学
支
援
法
」
と

い
う
。）第
三
条
に
規
定
す
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の

支
援
（
５
に
お
い
て
「
大
学
等
修
学
支
援
」
と
い
う
。）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
額
か
ら
当
該

児
童
等
が
受
け
る
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

法
（
平
成
一
五
年
法
律
第
九
四
号
）
第
一
七
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
学
資
支
給
金
の
月
額
と
大
学
等
修
学

支
援
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
減
免

の
年
額
を
一
二
で
除
し
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
の

合
計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
零

を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）と
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
童
等
で
あ
っ
て
、

一
般
課
程
を
履
修
す
る
も
の
に
係
る
母
子
修
学
資
金
、

父
子
修
学
資
金
及
び
寡
婦
修
学
資
金
の
貸
付
金
額
の
限

度
を
就
学
期
間
中
月
額
四
万
九
、
五
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
三
号
、
第
三
一
条
の
五

第
三
号
及
び
第
三
六
条
第
三
号
関
係
）
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